
記念講演

法の巡礼 (Dhammayietra)

(一歩一歩、平和に向けて)

平和を求める私達の活動は、法 (Dhamma) の行であり

仏の行です。

釈尊の覚りは菩提樹にたとえられています。菩提樹は覚

りの木です。

覚りの木には、根があり、幹があり、枝があり、葉があ

り、花があり、果実があります。

果実は

四つの尊い真実(四聖諦)を表します。

すなわち

この世の人生において、すべてが苦であるという尊い真

理(苦諦)

苦の原因についての尊い真実(集諦)

苦の消滅についての尊い真実(滅諦)

苦の消滅へと至る中道についての尊い真実(道諦)です。

これが菩提樹の果実です。

釈尊は次のように言われました。「仏陀は、感覚を調御し、

l填想することにより心の解脱を求める者のために四つの

尊い真理を教えよう」と。 vedana (ヴェーダナー)とは

ノ Tーリ語で五謹の「受(感覚)J を意味し、「苦の状態j

にあるものといいます。

快い感覚は苦しみであり、

不快な感覚は苦しみであり、

そして

そのどちらでもない中立の感覚もまた苦しみ、苦 (dukkha)

なのです。

しかし

私達はこれについて1!lfJ;日なのです!

たとえば
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CommemorativeAddress

Dhammayietra,stepbystepforpeace

OurworkforpeaceistheworkoftheDhanuna, of
theBuddha.

TheenlightenmentoftheBuddhaiscomparedtoa
Bodhih"ee, thetreeofenlightemnent.Thetreehas
roots, h"lmk, branches, leaves,flowersandfruit.

TheFruitistheFourNobleTruths,

Thenobletruthofsuffering,
Thenobletruthofthecausesofsuffering,
Thenobletruthoftheceasingofsuffering,
Thenobletruthofthemiddlepathleadingtothe
ceasingofsufferingthatisthefruitoftheBodhitree.

Therefore, theBuddhasays, "TheBuddhateaches
theFourNobleTruthstothosewholmderstandfeelｭ
ing,whomeditateonfeelingmeditation."

FeelinginPalimeanssuffering.
百1at whichissufferingiscalledveda l7l 干.

Pleasantfeelingissuffering, lmpleasantfeelingis
suffering, andneuh"alfeelingisalso suffering,
dukkhn ,butweareignorant!

Weeatgoodfoodandfeelgood, butsoonwemust
gotothetoilet, thatis 白1 山1pleasant feeling, thatis
suffer ・ing.

Unpleasantfeelingissufferingitself.Aneutralfeelｭ
ingiscomposedofotherthings,andisthereforesufｭ
fering.

Tostopvedal1iiistostopsuffering.Meditationisthe
cure, nirodha-thecessationofsuffering.Thisisthe
fruitoftheBodhi.

TheBranchesarepnticcnsnmuppiidn-DependentArisｭ

mg.

Thisarisesbecauseofthatarising
Thisceasesbecausethatceases.
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私達はおいしい食物を食べて良い気分になります。

ところカf

まもなく

手洗所に行く必要に迫られます。

それは不快な感覚

すなわち苦しみなのです。

不快な感覚は、苦そのものです。

中立的な感覚はその他のものから成り、したがってこれ

もまた苦です。

受 (vedana) を滅することは、苦を滅することです。

|漠想は苦を滅するための処方、

すなわち j戚 (nirodha) 一苦の消滅です。

以上が菩提樹の果実です。

枝は縁起 (paticcasamuppada) を表わします。

これあればかれあり。これ生ればかれ生ず。これなけれ

ばかれなし。これ滅すればかれ滅す。

すべてのあらゆる現象の要素である五謹に執着すること

が、苦の原因であり、これを滅することで私たちは渇愛

や苦しみを滅することができます。

花と葉ーは、すなわち悟りの智慧をうるための三十七の実

践方法です。

四念処、すなわち、身・受・心・法の四つにおいて思い

をこらして、身は不浄である。受は苦である。心は無常

である。法は無我であると観ずる四つの念の拠り所です。

四正勤、すなわち、 1 未だ生じない悪を生じさせない

ように勤めること、 2. 既に生じた悪を断じようと勤め

ること、 3. 未だ生じない善を生ぜしめるように勤める

こと、 4. 既に生じた善をさらに増大させるよう勤める

ことの四極の正しい努力です。

四如意足、すなわち、四つの心的な力です。

五根、すなわち、視覚、聴覚、臭覚、味覚、自由覚の五つ
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Feelingisthecause.
Ifwestopthefeeling,westopcravingandsuffering.

TheFlowersandLeavesarethe37ElementsofEnｭ
lightenment,
FourFoundationsofMindfulness,
FourEfforts,
FourPsychicPowers,
FiveFaculties,
FivePowers,
SevenFacultiesofE吋ightemnent ，and
TheEightfoldPath.
Allgatheringtogetherinfeeling!

Therefore, leavesandflowerscometogetherinfeelｭ
mg.
Fromcontactfeelingspringsup.

TheRootsoftheBodhitreearetheSixConditionsｭ
Greed, Anger,andIgnoranceand
Non-Greed,Non-AngerandNon-Ignorance.
Alloftheserootsgathertogetherinfeeling.

Ifwecanconh'olfeeling,wecartchangeallofthesix
conditionsinto...Enlightenment!

Stoppinggreed ，創 1ger ， andignorancegivesriseto
Charity,LovingKindness,andWisdom.

GreediscomparedtotheRooster, lustinggreed,
whichcomesfrompleasantfeeling.Ifwemeditate
onfeelingmeditationandseetherisingandceasing
ofthispleasantfeelingeverymomentthenwecan
stopitintheeyes,theears, thenose,thetongue,the
bodyandthemind, andwethendevelopcharityｭ
non 目greed.

Thesnakeisanger, andangercomesfromlrnpleasｭ
antfeeling.
Ifweknowhowtostop 山lpleasant feelingbymediｭ
tation,
thenwecanstopanger.
Thepigisignorance
Ifweknowhowtomeditateonneuh'alfeeling,
thenwecanstopbeingignorant.
ThenwebecomeBuddha,
theEnlightenedOne
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の機能です。

五力、すなわち、信(信仰)力、勤(努力)力、念(憶

念)力、定(禅定)力、慧(智慧)力の五つの力です。

七覚支、すなわち、1.心にとどめて忘れない、 2. 智

慧によって法の真偽を見極めること、 3. 正法に奨励し、

たゆまないこと、 4. 正法を得て歓喜すること、 5. 身

も心もかろやかで安穏なこと、 6. 禅定にあって心を散

乱させないこと、 7. 心が一方に片寄らず常に平均を維

持していることの七つの智慧の能力です。

そして

八正道、すなわち、正しい見解、正しい思考、正しい言

葉、正しい行為、正しい暮らしぶり、正しい努力、正し

い心配り、正しい精神統一の八つの道です。

これら全てが集まって感覚となるのです!

ですから、

葉と花が集まって

感覚になります。

接触することから

感覚が生じます。

菩提樹の根は六つの状態を表わします。

三毒、すなわち、むさぼり(貧)、いかり(膜)、愚かさ

(綴)、そして三善根一貧欲でないこと(無貧)、いからな

いこと(無膜)、おろかでないこ t' (無臨)です。

これら全ての根が集まって、感覚になります。

もし私達が感覚を制御することができれば

これら六つの状態の全てを、覚りに変えることができる

のです!

貧欲と怒りと無知をなくすことにより、慈悲と慈愛と智

慧が生じます。

食欲は雄鶏にたとえられています。

渇望は執着から生じます。
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ThereforetheBuddhasays,
"Allthedhammaaregatheringtogetherinfeeling."

TheTnmkisNameandForm
Thatisthe 白ve aggregates, butwecans山nmanze

thefiveaggregatesintonameandform.

Theyarethecookspreparingfoodforfeelingtoeat.
Feelingistheeater.Thatwhicheatseverythingis
vedann.
Ithassixmouthstoeatallthings.Throughtheeyeit
eatsmaterialform.

Pleasantform=pleasantfeeling
Unpleas 但1t form=w1pleasantfeeling
Noconsciousnessofform=neutralfeeling
Pleasantwords=pleasantfeeling
Unpleasantwords=tmpleasantfeeling
Noconsciousnessofwords=neutralfeeling
Pleasantsmell=pleasantfeeling
Noconsciousnessofsmell=neutralfeeling

TheBuddhagainsenlightemnentthroughnnnp 庁na­

sat!.

WhoistheBuddha?OnewhoismindfulofBreathｭ
mg.
Afters以 years hediscoveredthis.
Andsowithtastetoo,
Ieatthisfoodbecauseofhtmger.
Tostopovereatingandhlmger.
Botharesuffering.
Thesamewithfeeling.
Mindisthegreatestmouth.

Goodideas=pleas但1tfeeling
Notgoodideas=lmpleasantfeeling
Noattentiontoideas=neutralfeeling
Feelingislikeataperecorder,
itrecordseverythingwithsixrecorders
Feelinghassixmouths,toeatall
Wearewhatweeat-

Wearetheworldandweeattheworld.Ifwelmderｭ
stand this, wew1derstandalltheteachingofthe
Buddha.

Wehaveaninnerworldandanouterworld.

35



もし私達が|慎想することにより、

この執着の生起と消滅をことごとく

認識するようになれば、

私達は執着を滅することができます。すなわち

眼において

耳において

鼻において

舌において

身イ本において

心において快い感覚を滅するのです。

そうすれば、私達は慈悲の心、すなわち貧欲でない心の

状態を生み出すことができます。

怒りは蛇にたとえられています。怒りは自分の意に反す

ることに対してうらむことから生じます。

もし私達がl填想によってこれを滅する方法を知れば、

怒りを滅することができます。

無知は豚にたとえられています。

もし私達が、正しく心の解脱のために膜想する方法を知

れば、

無知でなくなることができます。

こうして私達は仏I~と、

すなわち覚者になれるのです。

釈尊はこうおっしゃいました。

「すべての法 (Dhamma) は感覚に集う」と。

幹は

ものごとの名前(名)

と

形(色)を表わします。

人生すべてのものーそれは執着をおこすもとである五種

類のものの集まり(五取謹)として存在している。

これは5種類の集まり(五謹)ですが、

この5つの集まりは名称と形態に分けることができます。
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Theinnerworldisthesixmouthsandtheouter
worldisthesixtypesoffood:forms, smells, tastes,
sOlmds,physicalcontact,andideas.

Wearewhatweeat-
nowyoueatthedhammaandbecomeaBuddha.

Dhammaispeaceitself.
Therefore, ifwewanttomakepeace, wehaveto
knowtheDhamma
Andallthedhammaaregatheringtogetherinfeelｭ
mg.
Wehavetomeditateonfeelingineverystep.

Stepbystep.

WealsocanfollowtheBuddha
Whenwesuffer, wecanmeditatestepbysteplmtil
thestoppingofsuffering.Ifwewanttostopsufferｭ
ing,wehavetostopfeeling, vedana,thatgivesriseto
greed, anger,andignorance.

ThisisthelegacyoftheBuddha.Theheritageofthe
Buddha.
WearethechildrenoftheBuddha.
Wehavetofollowthefootprintsofourer吐ightened
father.
Thefootprintsarethepracticeofmindfl 山花田 of feelｭ
mg.

Mayallbeingspracticethiswayofpeace
Mayitbeso.
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この5つの集まりは、感覚が食する食物を調理する、料理

人です。

感覚は、その食物を食べる主体であり、

全てを食すための手段がvedanaで、す。

それには全てを食すための6つの口、すなわち眼、耳、鼻、

舌、身、意の六根があります。

眼からは、物質的な形態を食(認識するということ)し

ます。

快い形態には、快い感覚が。

不快な形態、には、不快な感覚が。

形態を意識しないことには、中立的な感覚が。

快い言葉には、快い感覚が。

不快な言葉には、不快な感覚が。

言葉を意識しないことには、中立的な感覚が。

また

快いにおいには、快い感覚が。

においを意識しないこには、中立的な感覚が、などなどです。

仏陀は数息観 (anapanassati :呼吸を数えて心を静める

方法です。)によって覚りを得ます。

釈尊は六年の修行の後にこの観法を見い出しました。

味覚についても同様です。

彩、はお腹がすくから、この食物を食べます。

食べ過ぎと飢えを滅するためにです。

両方とも苦しみなのです。

触覚についても同様です。

心(意)は最も偉大な口です。

良い考えには、快い感覚が。

良くない考えには、不快な感覚が。

考えに気づかないことには、中立的な感覚が。

感覚はテープレコーダーのようなものです。

六つのテープレコーダーであらゆるものを記録します。

感覚は六つの口を持ち、あらゆるものを食します。

私達は、私達が食すところのものなのです。
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プノンベン市内を行進(第 6 回ダンマヤトラ)

MahaGhosanandaleadstheSixthDhamrnayietrain1997.

.....
カンボジアの地方を行進するダンマヤトラ参加者(第 6 回ダンマヤトラ)

The1997WaU く continues intheCambodiancOlmtryside
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私達はじつは世界であり、私達は世界を食す(認識する)

のです。このことを理解するならば、私達は釈尊の教え

の全てを理解することができます。

私達は内的世界と外的世界を持っています。

内的世界は六つの口であり、

外的世界は六種の食物、

すなわち形、香、味、音、触れるもの、そして考えです。

私達は、今、法 (Dh白nma) を食しましょう。

法 (Dhamma) を食せば、

仏陀になることができるのです。

法 (Dhamma) は平和そのものです。

したがって、平和を築きたいと願うならば、法

(Dhanuna) を認識する必要があります。

全ての法 (Dhamma) は、集まって感覚になります。

私達はありとあらゆる感覚について、!慎想しなければな

りません。

一歩一歩、|填想するのです。

私達もまた、釈尊の後に従うことができます。

苦しんでいる時に、私達は、苦しみが消滅するまで一歩

一歩着実に l慎想することができます。苦しみを消滅させ

たければ、貧欲や怒りや無知の元となる感覚、すなわち

感受 (vedana) を消滅させなければなりません。

以上が釈尊の教えであり遺産です。

私達は釈尊の子孫です。

私達は、覚りを得た父の足跡をたどらなければなりません。

この足跡とは、感覚を念ずる行です。

世界中の全ての人々が釈尊の教える心の平和の行を実行

し、真の平和がもたらせれますよう、

お祈りいたします。
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山湖町山;ト♂
野外で僧侶達に説法をするゴーサナンダ師

Brin ♂ng theBuddha'steachingstothefield.
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